
１．県内で問題となる各種病害虫の発生生態を明らかにし，効果的な防除技術や発生予察技術を開発
します。

２．エコ農業や有機農業に適用できる，環境にやさしい持続的な病害虫防除技術を開発します。
３．先端技術を活用した，未来につながる新しい病害虫防除技術を開発します。

今後の方向

人と環境にやさしい病害虫防除技術の開発

病虫研究室

主要な研究成果

ジャガイモ栽培における有機JASに適合した新しい病害
防除体系（平成24年度）
有機JASに適合した資材を組み合わせることにより，ジャ
ガイモ栽培で問題となる病害（そうか病，疫病）の発病を
抑制できます。

銅水和剤散布による
ジャガイモ疫病の防
除効果 慣行栽培

イネ縞葉枯病に対する育苗箱施薬剤の防除効果（平成
25年度）
近年，イネ縞葉枯病の発生が増加しています。媒介虫の
ヒメトビウンカを対象に育苗箱施薬剤を施用してからイネ
を移植することで，発病を抑制し減収を軽減できます。

『イネ縞葉枯病の防除技術の確立』（平成25~26年度）
水稲で増加傾向にあるイネ縞葉枯病とその病原ウイルスを媒介するヒメトビウンカの防除対策を確立するため

の試験を行います。また，発生予察のために，簡易なウイルス検定方法の実証試験を行います。

『麦類，ダイズで問題となる病害の防除技術の確立』（平成25~27年度）
麦類で問題となっている黒節病の発生生態を明らかにし，防除対策を確立するための試験を行います。また，

ダイズで問題となる茎疫病に対する化学的防除技術や耕種的防除技術を確立するための試験を行います。

『エコ農業茨城推進のための減化学農薬・減化学肥料栽培技術開発と実証』 （平成25~27年度）
化学農薬50％削減可能な土地利用型露地野菜の病害虫防除技術を構築し，環境負荷低減および安心・安全

な農作物生産を実現する減化学肥料・化学農薬栽培を実証します。

26年度の主要課題の概要
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筑西市西榎生（移植４月29日） 筑西市高島（移植５月９日）

育苗箱施薬剤によるイネ縞葉枯病防除効果

イネ縞葉枯病 ヒメトビウンカ


